
・・・・・・・・・・今月の主な内容・・・・・・・・・・

◆第40回群来まつり
◆泊村祭典模様
◆後期高齢者医療制度のお知らせ
◆くらしの告知板
◆とまり木文芸
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第
40
回
目
を
迎
え
た
泊
の
夏
を
彩
る
イ

ベ
ン
ト
『
群
来
ま
つ
り
』
が
、
７
月
16
日

㈯
盃
海
水
浴
場
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

残
念
な
が
ら
時
折
強
い
雨
が
降
り
ま
し

た
が
、
会
場
に
は
大
勢
の
人
が
訪
れ
賑
わ

っ
て
い
ま
し
た
。

　

泊
の
味
コ
ー
ナ
ー
に
は
多
く
の
お
店
が

軒
を
並
べ
、
ウ
ニ
丼
・
焼
き
ツ
ブ
・
焼
き

イ
カ
等
の
旬
の
味
覚
が
販
売
さ
れ
、
多
く

の
人
が
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
は
初
め
て
姉
妹
町
の
愛
媛
県
伊
方
町

の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
み
か
ん

や
じ
ゃ
こ
カ
ツ
な
ど
の
特
産
品
の
販
売

と
、
伊
方
堂
々
太
鼓
を
演
奏
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
会
場
中
に
鳴
り
響
く
力
強
い

太
鼓
や
、
カ
ニ
釣
り
名
人
戦
、
弁
天
島
会

場
で
の
ウ
ニ
・
ホ
タ
テ
採
り
放
題
な
ど
の

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
、
お
祭
り

に
は
活
気
が
満
ち
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

　

歌
謡
シ
ョ
ー
で
は
、
小
林
幸
子
さ
ん
、

小
金
沢
昇
司
さ
ん
、
さ
く
ら
ま
や
さ
ん
と

い
う
豪
華
な
顔
ぶ
れ
の
シ
ョ
ー
に
観
客
は

熱
狂
し
て
い
ま
し
た
。

　

雨
の
た
め
18
日
（
月
・
海
の
日
）
に
延

期
さ
れ
ま
し
た
が
、
ま
つ
り
の
フ
ィ
ナ
ー

レ
を
飾
っ
た
の
は
花
火
大
会
。
弁
天
島
を

バ
ッ
ク
に
１
０
０
０
発
の
花
火
が
夏
の
夜

空
を
彩
り
、
会
場
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら

大
き
な
拍
手
と
歓
声
が
わ
き
起
こ
り
、
訪

れ
た
皆
さ
ん
は
夏
の
風
物
詩
の
ひ
と
コ
マ

を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。
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泊
の
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彩
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一
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ン
ト

泊
の
夏
を
彩
る
一
大
イ
ベ
ン
ト

群
来
ま
つ
り

群
来
ま
つ
り

ウニ・ホタテ採り放題（子供の部）

ウニ・ホタテ採り放題（大人の部）

ウニ丼販売

おらほのカニ釣り名人戦 タッチ水槽

海賊戦隊ゴーカイジャーショー

泊の味コーナー
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エネゴン車登場

さくらまやさん

ネイルアート・
ダイアモンドアートコーナー

伊方町特産品コーナー伊方堂々太鼓

花火大会 花火大会 花火大会

海藻おしば作りコーナー

姉妹町村縁組を結ん
でいる伊方町　森口
副町長様

小金沢昇司さん 小林幸子さん



泊稲荷
神社祭

７月１０日

堀株稲荷
神社祭

７月７日

渋井稲荷
神社祭

７月５日

４● 広報 とまり   ２０１１年８月号 ●



熱気に満ちた盛り上がりで、
地域が一体となりました

泊村祭典模様泊村祭典模様泊村祭典模様

盃稲荷
神社祭

７月２日

茅沼恵比須
神社祭

６月２０日

５ ● 広報 とまり   ２０１１年８月号 ●
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後期高齢者医療制度のお知らせ
～医療費通知と東日本大震災に被災された方への減免について～
後期高齢者医療制度のお知らせ

～医療費通知と東日本大震災に被災された方への減免について～

■９月に医療費通知を発行します

☆ご連絡の際は、被保険者番号のわかるもの（保険証など）をお手元にご用意ください☆

◆医療費通知の発行を希望される方へ

　北海道後期高齢者医療広域連合では、被保険者の皆様に健康や医療に対する理解を深めていただくとと
もに、制度の健全な運営を図るため、医療費通知を発行しています。

■東日本大震災に被災された方の減免について
　北海道後期高齢者医療広域連合では、東日本大震災に被災された方について、一部負担金の減免、保険
料の減免を行います。詳しくは、泊村住民福祉課保険係までお問い合わせください。

　医療費通知は、発行を希望される方にのみ送付しています。
　新たに発行をご希望の方は、お手数ですが、北海道後期高齢者医療広域連合または泊村住民福祉課保険
係へご連絡ください。

○すでに「発行希望」のご連絡をいただいている方につきましては、継続して発行しますので、再度
ご連絡は必要ありません。　
○医療費通知を受け取られたことにより、申請等の手続きをされる必要はありません。

北海道後期高齢者医療広域連合
住所　〒060-0062
　　　　札幌市中央区南２条西１４丁目
　　　　国保会館６階
電話　０１１－２９０－５６０１

泊村役場　住民福祉課　保険係
電話　７５－２１３２

お 問 い 合 わ せ 先

医療費通知とは
●医療機関で診療を受けた際にかかった医療費の額を半年ごと（１～６月、７～１２月）にとりまとめ、
年２回（９月と翌年３月）ハガキでお知らせするものです。

●受診年月、診療を受けた医療機関名、診療区分、日数、医療費の総額（１０割の金額）を記載しています。
●この通知を確定申告（医療費控除）の際の領収書として使うことはできません。
●診療内容の審査などの都合上、一部の受診記録を記載していない場合があります。

今回発行するのは
平成２３年１～６月の分です

※（医療費通知イメージ）
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P7は平成23年度　広報・安全対策交付金事業により作成しております。

■泊発電所１号機（定格電気出力57万９千キロワット）
・第17回定期検査中　期間：４月22日～８月上旬（予定）

・定格熱出力一定で運転中
■泊発電所２号機（定格電気出力57万９千キロワット）

・第１回定期検査中　　期間：１月５日～
■泊発電所３号機（定格電気出力91万２千キロワット）

泊発電所の状況泊発電所の状況

平成24年度 後　　志
町村職員採用資格試験案内

試 験 区 分 職　　務　　内　　容
一　般
事務職

初  級
上  級

町村長部局、教育委員会等各種委員会
事務局、議会事務局等に勤務し、一般
行政事務に従事します。

　この試験は、後志町村職員の「一般事務職」の採用
資格試験です。
１．試験区分及び職務内容

２．受験資格
　○初級試験は、平成２年４月２日から平成６年４月

１日までに生まれた者。
　○上級試験は、昭和５９年４月２日から平成２年４

月１日までに生まれた者。
　　ただし、日本国籍を有しない者又は地方公務員法
第１６条の各号のいずれかに該当する者は受験でき
ません。

３．試験方法及び内容
　⑴第一次試験
　　○初級試験は、高校卒業程度の試験問題で教養試

験、作文試験
　　○上級試験は、大学卒業程度の試験問題で教養試

験、論文試験
　　○教養試験（択一式）公務員として必要な一般的

知識及び知能についての筆記試験
　　○作文・論文試験　文章による表現力、課題に対

する理解力などについての筆記試験
　⑵第二次試験
　　　第一試験合格者は、「採用資格候補者名簿」に登

録され、就職希望町村ごとに第二次試験が行われ
ます。ただし、第二次試験対象者が十分に得られ
なかった町村は、改めて採用資格候補者名簿に登
録された者を対象に第二次試験を行うことがあり
ます。なお、すでに内定を受けた登録者は受けら
れません。

４．採用資格候補者名簿の有効期間
　　第一次合格者は、採用資格候補者名簿に登録され
ます。

　　この名簿は、原則として平成２４年４月以降の採用
に対するもので、名簿に登録された日から１年間有
効です。

５．試験日程、場所及び合格発表
　○日時　平成２３年９月１８日㈰８時３０分までに着席

　○場所　道立倶知安高等学校（倶知安町北７条西２丁目）
　○発表　第一次試験の結果は１０月中旬、合格者に通知

し、各町村役場庁舎及び後志町村会ホームペ
ージに掲示します。

６．受付期間及び受験手続
　○受付期間
　　　平成２３年７月１１日㈪から８月１０日㈬まで受付け
ます。なお、郵送の場合は、８月１０日までの消印
のあるものに限り受付けます。

　○申込書の請求先
　　　後志各町村役場総務課、又は後志町村会。郵送に

よる場合は、封筒（Ａ４判が入る大きさ）の表に「町
村職員試験申込書請求」と朱書し、120円切手をは
った宛先明記の返信用封筒を必ず同封して請求して
ください。

　○申込方法及び申込先
　　☆申込書に所定事項を記入し、後志各町村役場総務

課又は後志町村会に郵送または持参し提出してく
ださい。

　　☆受験票は、後日送付しますので必ず住所、氏名、
郵便番号を記入し５０円切手をはってください。

　　☆申込の際、写真は必要ありませんが、第一次試験の
際は、必ず受験票の所定の欄にはってきてください。

７．その他
　○身体に障害のある方で、試験当日の受験に際して車

椅子等を使用するため特に要望のある方は、あらか
じめ町村会事務局に御連絡願います。

　○試験当日に、携帯電話機等は、他の受験者の妨げに
なるので、持込を禁止します。

　○受験手続、その他の問合わせは、後志各町村役場総
務課又は後志町村会にお尋ねください。

平成２４年度後志町村職員採用予定人数一覧表
（平成２３年６月末現在）
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　泊村長寿者褒賞条例に基づき、村内で長年にわたり、地
域社会の発展に貢献された御高齢者に対し、長寿のお祝い
金として支給しております。５月３０日に満９０歳を迎えられ
た茅沼地区の谷藤リヱさんへ、村から、お祝い状とお祝い
金が手渡されました。
　長生きの秘訣は、旅行をしたり、泊村の綺麗な景色を見
ることですと、お話ししていただきました。
　これからも健康に気をつけて、お元気で過ごしてください。

いつまでもお元気で!!　長寿祝い金（長寿者褒賞）いつまでもお元気で!!　長寿祝い金（長寿者褒賞）

長寿祝い金（長寿者褒賞）についてのお問合わせ　泊村役場住民福祉課  TEL７５－２１３４

村内に引き続き30年以上住所を有し、かつ、現に
10年以上居住している方。

資格要件◎90歳に達した方………35万円
◎95歳に達した方………35万円
◎100歳に達した方……30万円

長寿祝い金（長寿者褒賞）について

茅沼地区　谷藤リヱさん（90歳）茅沼地区　谷藤リヱさん（90歳）

遣 札

使 記

　札幌も暑い日が続いています。泊村のように海から来る自然な潮風とは違い、札幌は独特な
都市風が吹くので余計暑く感じます。熱中症などにならないよう体調管理は気をつけましょう。
　ところで皆さん、このコーナーの名前「遣札使記」の由来は何だと思いますか？答えは、日
本史で習った「遣隋使」や「遣唐使」からヒントを得ました。「遣隋使」や「遣唐使」は中国の当時「隋」
と「唐」の時代に、政治や文化や仏教などを学んできてもらうために日本から送った、いわば
外交使節のような役割をもった人たちのことです。
　そこで、泊村から札幌への派遣として、村の発展に繋がるための仕事や情報などを経済産業
局から学んでこようという意味で「遣札使」と名付けました。
　さて今回は、「節電」のお話をします。国では各ご家庭の使用電力を１５％減らすことを目標と
しています。例えば、冷蔵庫の設定を「強」から「中」に変えると約２％の削減。日中は照明
を消し夜間も照明をできるだけ減らすと約５％の削減。テレビもリモコンの電源ではなく本体
の主電源を切るように（長時間使わない場合はコンセントを抜くように）すると約２％の削減
になります。詳しくは、経済産業省のホームページhttp://www.meti.go.jp/setsuden/をご覧下
さい。村民の皆様も節電にご協力をお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北海道経済産業局　行政事務研修員　斉藤　　肇

省エネ・節電
を心がけま
しょう！

～第二回～

　泊村では、今年度より地籍調査事業に着手すること
となり、今年は、茅沼の一部地区について調査を開始
いたします。
　地籍調査は、一つの地区を４年（基本）で完了する計
画になります。作業の内容については、別表のとおりです。
　なお、茅沼地区については、今年事業説明会を開催
します。また、作業内容の詳細についても事業説明会
でお話します。
　地籍調査事業の実施には、国費、道費、村費等多額
の費用が投入されております。
　今年度の地籍調査では、地籍図根三角・多角測量が
行われ、基準点が多数埋設されます。これらは、測量
の基準となる大切な基準点ですので、保護にご協力く
ださいますよう併せてお願いいたします。
　事業説明会は、地籍調査が行われる地区ごとに開催
されますので、今回は茅沼地区のみとなります。

地籍調査事業実施のお知らせ地籍調査事業実施のお知らせ

お問い合わせ　役場地籍調査室地籍調査係　☎７５－２０２１

地 籍 調 査 の 内 容

４年目

所有者データの整理（所在・所有者・地番等）
地籍図根三角、多角測量

現地調査図素図作成
復元測量１（上記データに基づいて現
地に境界点（仮）を設ける＝一部調整
資料も作成）（官々、官民の調査も含む）

復元測量２　一筆地調査（現地立会）
細部測量、地籍図原図作成

面積計算・取りまとめ
閲覧・地積図・地籍簿作成
認証後法務局へ提出

１年目

２年目

３年目



くらしの告知板くらしの告知板くらしの告知板
役場　緯75～２０２１

　㈶日本遺族会は、「戦没者遺児による慰霊友好親善事業
」の参加者を募集しています。
　同事業は、厚生労働省から補助を受け実施しており、
先の大戦で父等を亡くした戦没者の遺児を対象として、
父等の戦没した旧戦域を訪れ、慰霊追悼を行うとともに、
同地域の住民と友好親善をはかることを目的としています。
　費用は、参加費として１０万円です。
　日程等の詳細は、㈶日本遺族会事務局　03－3261－
5521まで。
　お申込は、お住まいの各都道府県遺族会へ。　
〈実施地域〉（広域地域）
①旧ソ連　②モンゴル　③フィリピン（１次）
④東部ニューギニア（１次）　⑤中国（１次）
⑥ボルネオ・マレー半島　⑦西部ニューギニア（１次）
⑧ミャンマー（１次）　⑨ソロモン諸島　⑩マリアナ諸島
⑪西部ニューギニア（２次）　⑫東部ニューギニア（２次）
⑬トラック諸島　⑭パラオ諸島　⑮フィリピン（２次）
⑯ミャンマー・インド（２次）　⑰中国・バシー海峡（２次）
〈実施地域〉（特定地域）
①旧満州　②マーシャル・ギルバート諸島
③ビスマーク諸島

慰霊友好親善事業の
参加者を募集しています
慰霊友好親善事業の
参加者を募集しています

平成24年３・４月入隊の
自衛官及び学生を募集します
平成24年３・４月入隊の

自衛官及び学生を募集します

お問い合わせ
・倶知安地域事務所
　倶知安町南３条東１丁目
　TEL 0136－23－3540
・役場担当窓口
・自衛官募集相談員
　安藤　徳久　TEL 75－2300

募 集 種 目

自衛官候補生
18歳以上
27歳未満
の者

18歳以上
27歳未満の者

高卒(見込含)
21歳未満の者

高卒(見込含)
21歳未満の者

高卒(見込含)
24歳未満の者

男子
８月１日～
　９月９日

８月１日～
　９月９日

８月１日～
　９月９日

９月５日～
　９月30日

９月５日～
　９月30日

９月21日(24年３月
高卒予定者及び一般)

１次 ９月17日
２次 10月６日～
　　 13日内１日

１次 10月22日
２次 11月19日･20日

防大１次
　11月５日･６日　
防医大１次
　10月29日･30日

１次 ９月23日
２次 10月15日～20日
３次 11月12日～
　　 12月15日

９月25日～28日
のいずれか１日

８月27日・28日
のいずれか１日

女子

第 ２ 回
一般曹候補生

航 空 学 生

看 護 学 生

防衛大学校
学　　　　生　
防 衛 医 科
大学校学生

受 験 資 格 受付期間 試　験　日

９ ● 広報 とまり   ２０１１年８月号 ●

気象と防災講演会開催のお知らせ
　万一の災害に備えて、地域ぐるみで万全な備えをし「自らの身の安全は自らが守る」という心構えで、普
段から防災について正しい知識を身につけることは大切なことです。
　この度、防災に対する理解を深めるとともに、防災意識の高揚を図ることを目的に講演会を開催いたします。
　どなたでもご参加いただけますので、お気軽に大勢の皆様のお越しをお待ちしております。

開催日　平成23年８月30日（火）
時　間　午後6時00分～７時00分
講　師　札幌管区気象台 技術部予報課 土砂災害気象官　浅井　義孝氏

会　場　泊村公民館　大ホール
演　題　「気象と防災について」

※当日は福祉バスを運行いたしますので、ご利用ください。
　《第１便》堀株・渋井・茅沼方面
　　　　　堀株バス停（16：50発）→国道沿い各バス停→茅沼老人ホーム経由→泊村公民館到着
　《第２便》興志内・盃方面
　　　　　　もいわ荘前（17：30発）→国道沿い各バス停→泊村公民館到着

お問い合わせ先：泊村役場　企画振興課　TEL 75-2877



１．イベント期間　８月20日㈯～21日㈰
２．会　　場　憩いの広場（役場庁舎裏）
３．出展規定
　①部　　門～少年の部、一般個人の部、
　　　　　　　一般団体の部、広告の部
　②制 作 料～作品一体につき3,000円を補助します。
　　　　　　注）１人３体まで。なお、製作材料等を判
　　　　　　　断し補助できない場合があります。
　③搬入受付～８月19日㈮ 午前９時～正午（町民会館）
　④搬　　出～８月22日㈪正午までに引き取り願います。
　⑤各　　賞～一般・個人・老人等の部門別
　　　　　　　グランプリ・特選・準特選・入選など
　　　　　　　賞金１,０００円～５０,０００円

第31回共和かかし祭
『かかし』大募集
第31回共和かかし祭
『かかし』大募集

お問い合わせ
・共和かかし祭実行委員会
　　事務局：共和町役場産業課商工観光係
　　　　　　TEL 0135－73－2011（内線127）

　我が国固有の領土である歯舞群島、色丹島、国後島及
び択捉島からなる北方四島の早期返還の実現については、
道民はもとより国民の長年にわたる悲願であります。
　この北方領土問題解決のため、これまで日露両国間で
は精力的な外交交渉が続けられてきていますが、北方領土
返還要求運動が始まってから60年以上経過した現在なお、
領土返還への具体的な道筋は見えないままとなっています。
　こうした国の外交交渉を積極的に後押しし、さらなる
道民世論の結集を図るため、旧ソ連邦が日本に対し宣戦
を布告し、北方領土問題が発端した月である８月を「北
方領土返還要求運動強調月間」と定め、道、市町村及び
北方関係団体が連携し、一層強力に北方領土問題の啓発
活動を展開します。

北方領土返還要求運動強調月間北方領土返還要求運動強調月間
８月１日から８月３１日まで

１　試験日（１次）　平成２３年９月１８日㈰
２　申込期間　平成２３年８月３日㈬～８月２４日㈬
３　受験資格
　　Ａ区分～学校教育法による大学（短期大学を除く）

等を卒業した者（平成２４年３月卒業見込
者を含む）

　　Ｂ区分～Ａ区分以外の者（学校教育法による高等学
校に在学中の者を除く）

　　※年齢～昭和５４年４月２日から平成６年４月１日
までに生まれた者

４　実施する試験区分及び採用予定人員
　　男性Ａ区分～９５名　Ｂ区分～１７０名
　　女性Ａ区分～１０名　Ｂ区分～２５名

平成２３年度
第２回警察官採用試験

平成２３年度
第２回警察官採用試験

お問い合わせ
・岩内警察署警務課　TEL 0135－６２－０１１０

　岩内保健所では、平成２３年７月１日㈮から９月３０日
㈮まで特定疾患・ウイルス性肝炎・橋本病等の医療受給
者証の更新申請を受付けています。
　今お持ちの受給者証（白色、ピンク、薄緑色）の有効
期間は平成２３年９月３０日までとなっていますので、継
続を希望される方は、必要書類を添えて手続きをしてく
ださい。（関係書類は、現在お持ちの受給者証を送付した
際同封しました。）
　なお、９月30日までに更新申請されない場合は、新
たに認定申請が必要になり、手続きが複雑になるほか、
認定基準が厳しくなったり、医療費の助成が受けられな
い期間が生じることもありますので、ご注意ください。

平成２３年度特定疾患及びウイ
ルス性肝炎進行防止対策・橋本
病重症患者対策医療受給者証
更新（継続）申請について

平成２３年度特定疾患及びウイ
ルス性肝炎進行防止対策・橋本
病重症患者対策医療受給者証
更新（継続）申請について

お問い合わせ

・北海道岩内保健所　健康推進課主査（保健予防）
　　TEL　0135－62－1537
　　FAX　0135－63－0898
　（受付時間　土曜、日曜、祝日を除く８時45分～17時30分）

戦後海外から引き揚げて
来られた方々へ

戦後海外から引き揚げて
来られた方々へ

お問い合わせ
・函館税関小樽税関支署
　　〒047-0007 小樽市港町５番２号　小樽地方合同庁舎
　　TEL：0134－23－4163
・函館税関ホームページ
　http://www.customs.go.jp/hakodate/

　税関では戦後、海外から引き揚げて来られた方々か
らお預かり致しました、約87万件の下記のような未返
還の保管証券類をお返ししております。

　返還の請求はご本人だけでなく、ご家族の方々でも
構いません。『もしかしたら家にも…』とお気付きの方は、
お気軽に最寄の税関までお問い合わせ下さい。

◎終戦後、海外から引き揚げて来られた方々が、
　上陸地の税関、海運局に預けられた通貨･証券。
　
◎帰国前に樺太（真岡、大泊、豊栄、留多加など）、
　満州（瀋陽、吉林、撫順、鞍山など）にあっ
　た在外公館、日本人自治会に預けられた通貨・
　証券等のうち日本に返還されたもの。

【保管証券類とは…】
税関が保管している通貨･証券類には、携帯輸入が禁止され
た一定額を越えたものについて上陸港で引揚者から税関が
預かった『上陸港扱いの保管物件』。外地からの引き揚げの際、
在外公館又は日本人自治会へ寄託され、最終的に税関に移
管された『外地扱いの保管物件』があります。
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【募集期間】
　平成２３年６月１５日㈬から９月９日㈮（当日消印有効）
　までの間
【募集部門及び応募規定】
◎低学年の部（小学１～３年生）は、Ｂ４版４００字詰め
原稿用紙２枚以内

◎高学年の部（小学４～６年生）は、Ｂ４版４００字詰め
原稿用紙３枚以内

◎必要事項（①タイトル、②氏名、③都道府県名、④自宅
住所・電話番号、⑤学校名・学年、⑥学校住所・電話番号）
を明記した表紙をつけて、

　〒166-0002
　　東京都杉並区高円寺北2-2-21　宝ハイツ101
　　　第19回全国小学生作文コンクール
　　　「わたしたちのまちのおまわりさん」事務局
　宛に封書で送付して下さい。

第２０回全国小学生作文コンクール
～わたしたちのまちのおまわりさん～

作品募集のお知らせ

第２０回全国小学生作文コンクール
～わたしたちのまちのおまわりさん～

作品募集のお知らせ

お問い合わせ
・岩内警察署生活安全係
　　TEL ０１３５－６２－０１１０

お問い合わせ
岩内地方衛生組合じん芥処理場　TEL 62－6251

■受入停止日　８月29日(月)■■受入停止日　８月29日(月)■

不燃(粗大含む)
ごみ受入停止の
お知らせ不燃（粗大含む）

ごみ受入停止日
不燃（粗大含む）
ごみ受入停止日

年金事務相談所開設日程年金事務相談所開設日程

・岩内町　岩内地方文化センター
・開設時間は10：00～16：00とし、事前予約制です
・予約受付　小樽年金事務所お客様相談係
　　　　　　　TEL 0134－65－5002

■平成23年８月25日（木）

札幌弁護士会しりべし弁護士相談センター

８　月

10日（水） 17日（水）

・事前予約制

・予約受付　

　平日午前10時～午後４時

・岩内町高台84－３

   緯 0135-62-8373

８月の相談日程８月の相談日程

診療時間
９時～17時まで８月の

救急当番医
８月７日(日)

　　14日(日)

　　15日(月)

　　21日(日)

　　28日(日)

◎ねらい
　　道民の安全で平穏な生活を確保し、社会経済活動の
健全な発展と青少年の健全な育成を図ることは道民共
通の願いです。

　　道内の暴力団は、暴力団排除気運の高まりと警察の
厳しい取締りによって社会から孤立しつつありますが、
山口組、稲川会及び住吉会の主要３団体と言われる暴力
団は、組織の維持・拡大のため、組織の系列化と不透明
化を図りながら、資金獲得活動を多様化させています。

　　また、少年犯罪は、全体的には減少傾向にあるものの、
依然として重要犯罪や暴力団の資金源となる薬物犯罪
に関わるものが後を絶たず、その影響が懸念されると
ころであります。

　　「暴力団を恐れない、暴力団に資金を提供しない、
暴力団を利用しない」を基本理念とする北海道暴力団
の排除の推進に関する条例の施行と学校の夏休み期間
に合わせて暴力追放強化期間を設定し、関係機関が実
施する取締りや各種活動と連動させた暴力追放の道民
運動を道内全域において強力に推進のうえ、条例の基
本理念を実践するものとします。　

◎実施期間　平成２３年７月２１日㈭～８月２０日㈯　
◎運動の重点目標
　○暴力団の違法な資金獲得活動の実態周知と被害防止
　○少年に対する暴力団の影響排除と環境の浄化

夏の暴力追放運動を実施します夏の暴力追放運動を実施します

お問い合わせ

北海道暴力追放センター・各地域暴追協・北海道警察

24日（水） 31日（水）

盆休日

東山クリニック

万代クリニック

千葉外科医院

大井内科消化器科医院

岩内協会病院

緯 ６２－７７００

緯 ６１－２１３３

緯 ６２－０９８１

緯 ６２－０９８６

緯 ６２－１０２１
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前月比

人　口世　帯

世　　帯

人　　口

男

女

泊 地 区

盃 地 区

茅沼地区

老人ホーム

渋井地区

堀株地区

　 計

人のうごき人のうごき人のうごき

地区別の世帯と人口地区別の世帯と人口

全国統一防火標語　　消したはず　決めつけないで　もう一度

再生紙を使用しています

デイ・ライト
(昼間点灯)

通年

展開
昼間点灯

デイ ライトデイ ライト

運動実施中！

交通安全交通安全
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庭
池
の
底
を
自
在
に
歩
く
人
向
か
ひ
の
屋
根
を
塗
り
替
え
て
を
り

明
希
子　

　

半
化
粧
み
ど
り
の
中
に
白
光
る
名
づ
け
し
人
の
感
性
を
見
る

芳　

扇

　

あ
い
つ
い
で
め
ぐ
り
の
女
ら
旅
立
ち
ぬ
青
葉
鶯
さ
え
ず
る
日
々
よ

サ
ト
女

　

車
窓
よ
り
眺
め
し
早
苗
田
緑
ま
し
収
穫
時
の
稔
り
ま
た
る
る

無
名
女

　

漁
火
も
か
す
み
て
見
え
る
茜
空
水
平
線
に
船
影
も
遠
く

近
江
谷
乃
婦　

　

こ
の
朝
の
雨
降
る
音
を
聞
き
な
が
ら
い
つ
し
か
わ
れ
は
ふ
た
た
び
眠
る

赤
坂
明
希
子

　

細
き
蔓
竹
つ
か
ま
ん
と
枝
の
ば
す
ふ
う
せ
ん
か
ず
ら
風
に
ゆ
ら
め
き

ひ
と

ス
ガ

つ
る

タ
タ
ミ

夏
の
月　

輝
や
く
そ
ば
に　

雲
浮
か
ぶ　
　

泊 

海 

山

安
全
委　

保
安
院
な
ど　

い
ら
な
い
な　
　

泊 

海 

山

一
人
居
の 

室
の
あ
か
る
か 

畳
替　
　
　

小
林　

諒
子

（
後
志
管
内
文
化
団
体
連
絡
協
議
会
創
立
四
十
周
年
記
念

　

後
志
俳
句
大
会　

特
選
）

と

ま

り

木

文

芸

と

ま

り

木

文

芸

と

ま

り

木

文

芸

短　

歌

(

379)

俳　

句
・
川　

柳　


